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本日の報告事項 

 プログラムの概要 
 

 危機管理に関する取組 
 



3 
プログラムの概要：大学の国際化戦略との関係１ 

平成17年～ 

「持続可能な開発」国際戦略 

世界のサステナビリティの課題解決 

人口・活動・資源・環境の負の連環を 

                                    正に転換する 

Asiaミッション 

ＰＡＲＥ 方 策 

異分野・異文化の ASEANと日本の + 
若者を一緒に育成 

Frontiers 
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国際共同教育システム 学問分野の違いを超えた 

大学教育の国際化加速プログラム 

教育の国際連携を拡充すべく 

 グローバル人材育成タスクフォース 平成23年～ 
 

平成20年～ 
 

方策 
ASEAN 大学との 
教育連携の拡大 

質の保証における 
大学院間のシステムの 

違いを解消 

単位認定・成績換算 
の共通システムづくり 

Field – Lab の協力関係 

                            構築 ASEAN 日本 
本学5大学院 ASEAN6大学 + 

第2期ミッション 

プログラムの概要：大学の国際化戦略との関係２ 
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プログラムの概要：目的 

人口・活動・資源・環境の負の連環を転換させるフロンティア人材育成プログラム 
Graduate Program for Fostering Frontiers of  
Practical Solutions in  

a Populations 
- Activities 
- Resources 
- Environments  
Chain 



プログラムの概要：育成する人材像 

フロンティア 
精神 

国際性 
の涵養 

全人 
教育 

実学の 
精神 

フィールド 
研究力 

多様性 
容認力 開拓力 

課題 
解決力 

4つの力 
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異分野専門家 
ネットワークの形成 

食料・栄養問題の
改善と向上に 
資する人材 

化石資源使用の 
適正化に 
資する人材 

都市と農村の 
適正化に 
資する人材 

環境問題の 
監視と改善に 
資する人材 



PARE 
環境 

食料 都市 

7 プログラムの概要： 
PARE大学院教育コンソーシアムによる国・分野を超えた協働 

カセサート 
       大学 

タマサート大学 

チュラロンコン大学 

環境科学院 

水産科学院 

農学院 工学院 

情報科学 
         研究科 

CENSUS 

ガジャマダ大学 

ボゴール農科 
                大学 

バンドン 
    工科大学 



プログラムの概要：プログラムのカリキュラム 
（学生用広報ビデオの紹介） 



プログラムの概要：実績① 

プログラムによる交流学生数（累計）
＝科目受講者数 

3倍以上 



プログラムの概要：これまでの実績② 

共同修了証取得者数 

共同修了証取得に必要な取得単位数 
＝「基礎科目」（2-3単位）＋「ショートプログラム」（3単位）＋「発展科目」「専門科目」
（2単位以上）＝計7単位以上 

平成27年3月末まで
に３３名が取得済 

補助金支援修了ま
でに、100名以上‼ 



プログラムの概要： 
Eラーニング＋アクティブラーニング 

自宅での電子教材 
の事前視聴 
（eラーニング） 

 
教室でのアクティブ

ラーニング 

遠隔地の学生との
ディスカッション 

教室でのミニ講義 

英語でのプレゼン
テーション 

PARE基礎論（I)（II)（III)（各１単位） 



新しい教授法の導入：  
Eラーニング＋アクティブラーニング 

平成26年度 
共同講義 

平成27年度 
共同講義 



 プログラムの概要 
  
   危機管理に関する取組 
 



危機管理に関する取組（１）：事故/病気/盗難/紛失時 
実 施 前 実 施 中 

事故/病気/
盗難/紛失 

【大学共通】 
 海外旅行傷害保険（派遣・受入共）、国

民健康保険（受入）等の加入 
  ⇒費用は学生負担 
 海外留学生安全対策協議会（JCSOS）

の危機管理システムJ－TASの加入（派
遣） 

     ⇒費用は大学負担 
 危機管理に関する事前説明会の実施、

「セーフティ・ガイド」の配布（派遣） 
【PAREプログラム】 
 国内旅行傷害保険（国内フィールドワー

ク実施時）⇒費用は学生負担 
 健康等に関するアンケート（派遣・受入

共） 
 危機管理に関する誓約書（派遣・受入

共） 

【大学共通】 
 健康相談や応急的な診断の

実施（北海道大学保健セン
ター） 

【PAREプログラム】 
 連絡手段の確保 
  ⇒公用携帯所持（引率者）、 
         Wifi等インターネット回線 
     の確保（大学、宿泊先）、 
   連絡先の確認 
  ⇒Emergency Information  
         Sheet の記入、緊急連 
         絡先カード（ショートプロ 
         グラム） 
 連絡体制の確立 
  ⇒緊急連絡網、携帯アプリの  
    活用 



北海道大学PARE
セントラルオフィス 

リスク対策に関する事例①：病気（派遣時） 
インドネシアで開講した 
ショートプログラム受講中、 
日本人学生が腹痛を訴えた 

国際本部 
国際連携課長 

JCSOS 

保険会社 

ホスト大学 
のリエゾンデスク
＆危機管理対応

教員 

連絡・ 
相談 

報告 

連絡・
相談 

連絡・調整 
（支払関係） 

引率
者 

連絡 

連絡 

連絡 

連絡 

保険会社 
（海外支店） 

スタッフ
同行 



インドネシア 

北海道大学PARE
セントラルオフィス 

リスク対策に関する事例②：（病気、受入時） 
インドネシア人の学生が宿泊先で倒れ，救急車で
搬送中との連絡が，サポーターの日本人学生から，
国際本部国際連携課（PAREセントラルオフィス）に
あり 

国際本部 
国際連携課長 

保険会社 

連絡 
連絡・調整 
（支払関係） 

連絡 

スタッフ
派遣 

状況報告 

学生の 
在籍大学の 

リエゾンデスク 

インドネシア人
学生 

連絡・相談 



危機管理に関する取組（２）：政情不安/災害時 

実 施 前 実 施 中 
政情不安/
災害 

【大学共通】 
 外務省の海外安全ホームページ、

JCSOSの危機管理情報、新聞等
の確認 

 外務省海外旅行登録「たびレジ」
への登録 

 危機管理に関する事前説明会の
実施、「セーフティ・ガイド」の配布
（派遣） 

【PAREプログラム】 
 危機管理に関する誓約書 
 国内運営委員会・国際運営委員

会による意思決定（実施・延期・中
止等の判断） 

【PAREプログラム】 
 連絡手段の確保 
  ⇒公用携帯所持（引率者）、 
         Wifi等インターネット回線  
     の確保（大学、宿泊先）、 
    連絡先の確認 
  ⇒Emergency Information  
         Sheet の記入、緊急連 
         絡先カード（ショートプロ 
         グラム） 
 連絡体制の確立 
  ⇒緊急連絡網、携帯アプリの活用 



PAREセントラルオフィス 
国際本部国際連携課長 

連携課長補佐 
（不在時の代理） 

 

事件発生 

連絡 

国際運営委員会 

必要に応じて審議 

副本部長（不在時の代理） 

国際本部長（理事・副学長）を 
議長とする国内運営委員会に 

対策本部を即日設置 北大関係部局 
（教員・職員） 

情報共有 

JCSOS 

ホスト大学 
（リエゾンデスク） 

情報収集 
外務省・在外公館 

新聞・メディア 

旅行会社 

危機管理に関する意思決定および連絡体制 
（政情不安/災害時）：リスク予防（学生派遣前） 



事例： 平成26年6月スプリングスクールの開講中止決定 

５月２０日（火）  タイ国軍がタイ全土を対象に「戒厳令」を発令 
５月２２日（木）  タイ国軍による全権掌握宣言（クーデター） 

５月２６日（月）  運営委員会にて、スプリングスクールへの  
           学生派遣中止を決定 

５月２７日（火）  国際運営委員会にて、スプリングスクール 
           開講中止を決定（メールにて議決） 

５月２８日（水）  関係部局および学生に、スプリングスクール 
           の中止について、文書で正式通知 

• 対策本部設置 
• ホスト大学であるカセサート大学に連絡、情報提供を依頼 
• 新聞、インターネット、外務省海外危険情報、JCSOS危機

管理情報等より情報収集 



PAREセントラルオフィス 
国際本部国際連携課長 

JCSOS 

北大関係部局 
（教員・職員） 

副本部長（不在時の代理） 

連携課長補佐 
（不在時の代理） 

国際本部長（理事・副学長）を 
議長とする国内運営委員会に 

対策本部を即日設置 

国際運営委員会 

ホスト大学 
（リエゾンデスク） 

情報収集 
外務省・在外公館 

新聞・メディア 

 

危機管理に関する意思決定および連絡体制 
（政情不安/災害時）：リスク対策（学生派遣中） 

事件発生 

連絡 

情報共有 

必要に応じて審議 

旅行会社 

引率者（ショー
トプログラム） 学生 

連携 
支援 



危機管理に関する取組（３）：異文化適応・メンタルヘルス 

実 施 前 実 施 中 
異文化適
応/メンタ
ルヘルス 

【大学共通】 
 文化交流各種イベントの開催

（留学生） 
 学生サポーター、チューター制

度（留学生） 
 留学生サポートデスク（留学生） 
 危機管理に関する事前説明会

の実施、「セーフティ・ガイド」の
配布（派遣） 

【大学共通】 
 英語での対応可能なカウンセラー

の配置（国際本部 

共通事項 【PAREプログラム】 
 セントラルオフィスとリエゾンデスク間の情報共有・連携 
 ブログへの定期的な投稿の義務付け（派遣・受入共） 
 全員が「ショートプログラム」を事前に受講することにより、留学前に異

文化適応能力がつく。また、留学前に留学先に友達ができる。 



ご清聴ありがとうございました。 
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